
様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹市歴史探勝会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 「南丹市の歴史を学ぶ」プロジェクト 

事業の概要 

 次世代に地域の魅力を伝え愛郷心を育てるために、地域の大人に自

らの地域の魅力や、より深い知識を得るために南丹市と関わりの深い

近隣地域へも対象を広げた歴史教室やパネル展を開催。ボランティア

ガイド養成のための基礎知識をマニュアル化した。 

事業費総額 244,475 円 うち交付金額 198,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

パネル展の取り組みが新聞に取り上げられた

ことで、予想以上に市民への関心が高まった。ま

た、その都度歴史教室のテーマや開催場所を変え

て実施したことにより、幅広い世代へアピールす

ることができた。 

事業を進めるうえでの課題 □無  ☑有（ガイドボランティアの養成） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 ムラガーレ食堂 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 まるごと鶴ヶ岡体験ツアープロジェクト 

事業の概要 

 地域の活性化と交流人口の増加、将来的な移住・定住を目指し、地

域の資源を活用した体験として、①夏仕事・夏遊び体験②百姓体験③

木こり体験を計画。（百姓体験については天候不良により中止）大人

だけではなく、子育て世代でも参加しやすい内容にすることにより、

これまでとは異なる世代の参加を促すととともに、これまで主体的に

かかわることが少なかった受け入れ側の若者世代が参画することが

できた。 

事業費総額 249,978 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 他の団体との共催により、これまでより多くの

地域住民と都市住民との交流ができた。また、本

事業終了後も連絡を取り合う参加者ができるな

ど、今後につながる関係の構築ができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 田舎の暮らしを楽しもう会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 田舎の暮らしを楽しもうプロジェクト 

事業の概要 

 少子高齢化の進行に伴い、地域住民のつながりが希薄になってきて

いるため、公民館を利用した交流機会の提供を行ってきたが、参加者

の固定化や男性参加者が少ないという課題があったため、男性会員に

よる積極的な勧誘や、これまでの参加者の意見を反映させて、カフ

ェ・フリーマーケット・コンサート及び落語会を開催した。 

事業費総額 245,403 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 取り組み２年目ということで、徐々に定着して

きており、幅広い世代の参加者を招き、スムーズ

な運営ができるようになった。また、会のメンバ

ーで実施した地域探検により、会員自身が地域の

魅力を再確認することができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

事業実施団体名 志和賀区 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 志和賀区まちづくりプロジェクト 

事業の概要 

 少子高齢化の進行により地域活力が低下しつつある中、昨年度事業

により、警察署、南丹市の連名による「ごみ捨て厳禁」看板の設置を

契機に、ゴミの減量の他、役員だけで行っていたゴミ回収を区全体で

昨年度実施され、地域住民が一丸となれる機運を高めた。 

本年度についてはこれまでの事業を継続しつつ、更に機運の上昇を

目的に、音頭取り養成、踊り習得のための講習会を行い、納涼大会で

お披露目を行うことで、長らく途絶えていた「丹波音頭・丹波踊り」

を復活させた。 

事業費総額 198,199 円 うち交付金額 197,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

「丹波音頭・丹波踊り」復活の取り組みについ

ては地元住民だけではなく、帰省者も多く参加し

た。また、新聞に取り組みが掲載されたことによ

り、取り組みの周知や、住民間の繋がりが深まっ

た。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 しょうがプロジェクト八木 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 しょうがプロジェクト八木 

事業の概要 

 京都での栽培は少なく、高齢者でも栽培しやすい農産物として、シ

ョウガに着目。健康食品としての需要もあり、獣による食害も比較的

少ないため、ショウガの生産普及のための学習会や栽培研修会、加工

品の試食会の開催など販売先開拓の取り組みも行った。 

事業費総額 242,125 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 取り組みの継続による会員の増加や、ショウガ

を使った複数の加工品開発。イベントでの試食会

により、消費者の意見を聴取することができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 子育て支援ボランティア「すくすくやぎっこ」 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 子育て支援ボランティア「すくすくやぎっこ」 

事業の概要 

 昼間一人になりやすい母親を孤立させないために、食育を通じ親子

と地域の人々が交流する機会や、子育て活動への参加を希望する若い

母親の知識・経験不足を補う地域ぐるみのサポート体制づくりや、ち

ょっとしたボランティアとして活躍できる機会づくりを行った。 

事業費総額 256,700 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 様々な広報手段の活用により、多数の子育て中

の母親に参加してもらうことができ、参加した母

親同士による地域内での自主的な活動に展開し

た。また、外部との研修により子育て支援するス

タッフの資質向上に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 洞区 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 季節限定型交流コンテンツ開発事業 

事業の概要 

 地域資源の更なる活用を目的に、来訪者増加に伴う地域への負担を

考慮し、季節限定の交流コンテンツとして「ホタル観賞会」を行った

が、人材不足が深刻化しており、受け入れ体制の構築が急務であるた

め、地域出身者や地域外の観光事業者へ積極的な働きかけを行うこと

で人材を確保しつつ、交流人口増加の取り組みを行った。 

事業費総額 235,234 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 本事業の実施により、地域の魅力と知名度の向

上に繋がった。また、地域外の協力者を得ること

ができ、持続可能な地域イベントとして定着する

足掛かりができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 ＨＵＢ里山クラブ 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 埴生城山プロジェクト 

事業の概要 

 森の中に入る機会が減少したことにより、豊富な森林資源が活用で

きていない状況にあるため、森林資源の利活用の促進を目的に、森林

に親しむ機会づくりとして、地域内外から参加者を募り、森林整備活

動、ウッドデッキ作成、天体観測、センサーカメラ設置による動物観

察を行った。 

事業費総額 243,735 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 天体観測会や、鳥獣痕跡探しワークショップな

どの開催など、地域の自然資源を使った観光商品

の造成と、森に入ることが少なかった人々に里山

に触れる機会づくりが行えた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 八木音頭保存振興会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 ヨイゾエホンマニ八木音頭☆繋げて賑わうまちづくり 

事業の概要 

 昭和２６年頃から長らく旧八木町で踊られていた「八木音頭」につ

いては、南丹市合併以降高齢化の進行に伴い踊られなくなった。賑わ

いの創出を目的に、長らく踊られていない八木音頭を復活させるた

め、踊り手の練習会を行い８月２３日の地蔵盆で八木音頭のお披露目

を行った。 

事業費総額 255,000 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 事前に開催された練習会を含め、地域外からも

多くの参加者が集まり、地域や世代を超えた交流

が生まれ、賑わいの創出に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 下集落支援事業委員会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 下区民の心 助け愛・いたわり愛・笑い愛 

事業の概要 

 高齢化の顕著な下区において、区民が健康で元気に生活するための

仕掛けづくりとして、消防団やＰＴＡだけではなく、地域との関わり

の深い山村留学生や、佛教大学の学生にも協力を得て、地域の文化資

源の整備や、世代間交流の視察研修、マルシェでの地域特産品売り込

み、講師を招いた健康生活アドバイス講座他の取り組みを行った。 

事業費総額 202,120 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 本事業を通じて地域の文化資源の整備や、各種

事業の実施により交流人口の増加に繋がった。ま

た、マルシェでの地域特産品の売り込みにより今

後の参考になる消費者の反応を得ることができ

た。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 村づくり体験ツーリズム研究会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 村づくり体験ツーリズム 

事業の概要 

 本地域では、過疎地域の人材不足を解消するため、田舎暮らし体験

を提供していたが、これまで田舎暮らしの体験は、楽しみの部分のみ

を提供していたため、本格的な田舎暮らしを求める人には物足りない

内容であったとの考えに至り、ミツバチの蜜原植物の栽培、獣害防止

のための電柵設置、不法投棄されたゴミの片付けなど、他に無い本格

的な田舎暮らし体験の提供を行った。 

事業費総額 202,457 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 長年の地域課題であったゴミの片付けや、密原

植物の定植による休耕田の活用、作業を通じた地

域住民と都市住民との交流などに繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 中世木区 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 中世木活性化事業 

事業の概要 

 地域住民のみならず、Ｉターン者や、都市住民を対象にした様々な

イベントを実施することで、定住人口の増加を目指すと共に、中世木

の住みやすい環境などの情報発信を行うことで、イベント通じ地域住

民の団結力の向上と、地域活動に参加しやすい環境づくりを行った。 

事業費総額 286,582 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 これまで受け継がれてきた伝統文化や自然環

境を、地域住民のみならず来訪者にも希少性や重

要性を再認識してもらうことができ、今後も守っ

ていこうとする機運が高まった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 絵をかく会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 地域でワクワク子育てプロジェクト 

事業の概要 

 絵を描くことを通じて、幼稚園や学校以外にも大人と子どもが集い

学ぶ機会づくりと、絵の具を使ったアートセラピーの実施により幅広

い世代が参加するイベントが実施できた。 

事業費総額 250,500 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 本事業の実施により、幅広い世代が参加し子育

て世代の交流の場になるとともに、交流を通して

参加者の子育ての悩みが軽減に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 □無  ☑有（運営スタッフの確保と広報手段） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹市読書ボランティア連絡会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 読書推進ボランティア育成プロジェクトⅢ 

事業の概要 

 おはなし、絵本、児童書、わらべ歌については、子どもの心を豊か

に育てる。それらを子どもに繋げるには大人の理解やスキルが必要で

あるため、本事業で定期的な研修を実施し、読書推進ボランティア養

成を行ってきた。 

本年度については図書の紹介をするブックトークや演技力が必要

な紙芝居など、これまでより高度な内容を実施した。また、研修参加

者の実践発表の場として、市内小学校を巡り「おはなし会」も行った。 

事業費総額 123,528 円 うち交付金額 120,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 講座内容を少しずつ高度にすることにより、３

年間継続して受講する方ができるなど、多くの

方々に養成講座に参加してもらうことができ、読

書推進ボランティアの育成に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 ワタリドリ写真部 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 南丹市地域魅力創造写真公募展 

事業の概要 

 南丹地域の魅力的な風景などの写真展を開催することで、南丹市の

知名度向上と魅力の提案を行った。今年度については、写真を募集し

フォトブックにするコンテストや、大阪芸大生が講師になり子どもに

写真の原理を教える体験などを実施した。 

事業費総額 251,536円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 写真にまつわる様々な取り組みの実施により、

幅広い層に地域の魅力を発信するとともに、明確

な目的を持って何度も訪れるリピーターづくり

に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 そのべ読み語りクラブ 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 ０歳からはじめる親子のふれあいづくり事業 

事業の概要 

 乳幼児期からの読書については推奨されているが、親子が図書館で

選書することは難しい。幼いころからの読書習慣の定着を目指して、

会員のおすすめ絵本の紹介と個人の図書目録を記載することができ

る絵本手帳の作成と配布を行うとともに、0～2 歳向けの絵本講演会

を実施した。 

事業費総額 194,558 円 うち交付金額 194,558 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 絵本手帳の配布や絵本講演会の実施により、子

育て支援に関わる団体との交流や、絵本の読み聞

かせ技術の習得に繋がると共に、園部中心であっ

た取り組みが市域全体へと広がりをみせた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 棚野会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 ふるさとへの憧憬“匠の技”プロジェクト 

事業の概要 

 鶴ヶ岡地域には、しめ縄や栃餅といった伝統工芸や、伝統食の生産

グループが複数存在するが、高齢化による後継者不足が課題になる一

方で、地域の高齢者の持つ匠の技は多方面から高く評価されているた

め、伝統技術を再評価してもらい、高齢者に後継者を育成してもらう

ことで、高齢者がいきいきと活躍するともに、伝統技術を継承する

様々な体験教室を行った。 

事業費総額 261,500 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか □できた ☑概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 一部体験教室については、台風接近のために中

止となったが、締切日までに募集定員に達するな

ど、交流人口の増加や取り組みを通じた地域の活

性化に繋がった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（技術の継承という意識を参加者に

持ってもらうための取り組みや参加費の徴収） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 ふらっと美山生産者の会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 地域活性化農業者支援事業 

事業の概要 

道の駅美山ふれあい広場内の野菜の直売所には、京阪神を中心に多

くの人が訪れ、地域の産品を購入しているが、農業生産者の高齢化と

担い手不足の進行により、生産力の低下、農地の荒廃、直売所の魅力

低下が危惧される。 

少量でも多品目で魅力的な品揃え目指すため、少量多品目の先進地

から講師を招き、生産者研修会を実施し顧客ニーズに即応した生産者

の育成を行った。 

事業費総額 221,181 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 狭い耕地を活用したカラフル野菜の栽培法の

講演会の実施により、取り組みに賛同する生産者

を多く確保することができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 美し山の草木舎 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 山の野草をレストランに届ける野草ビジネスをつくる 

事業の概要 

 都市部の料理人については、市場に出回っている素材で料理をして

いるが、一般的に出回っていない新たな食材を求めており、市場に出

回っていない野草については人気がある。南丹市の自然環境を生かし

た新しい取り組みとして、都市部の料理人と生産者とをマッチングさ

せる料理会を開催。料理人が求める食材や、地元ならではの調理方法

の紹介や、野草生産の先進地から講師を招いての勉強会を行った。 

事業費総額 193,309 円 うち交付金額 193,309 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 プロ料理人の参加による野草料理勉強会の開

催により、料理方法による野草の需要や、販売方

法、野草に関する知識習得のためのワークショッ

プの必要性など、料理人の求めるものを把握する

ことができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

  



 

様式第13号（第19条関係） 

令和２年２月１３日 

 

南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金事業評価書 

 

 

事業実施団体名 南丹木質バイオマス普及の会 

設定課題 （自由提案型） 

事業名 

学ぼう！体験しよう！スプリングスひよしでバイオマス 

～木質バイオマスエネルギーの利用拡大を目指して～ 

事業の概要 

 生産目的で植樹された人工林が収穫期を迎えているが、利用されず

森林蓄積量が増加し続け、間伐などの手入れがされておらず、土砂崩

れが起こりやすい状況にある。また、地球温暖化の問題が深刻化する

中で、化石燃料から市内に豊富にある木質バイオマスエネルギーへの

置き換えを進めるための知識を啓発するため、暖房や調理に利用する

ことができる木質バイオマス機器の展示や実演、ペレットや木質チッ

プの入手方法の紹介、利用促進について検討する講演会を実施した。 

事業費総額 213,600 円 うち交付金額 200,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

 身近にありながら利用価値や入手方法が知ら

れていない木質バイオマス資源についての普及

啓発や、イベントを契機に解説したＳＮＳに多く

のフォロワーが登録するなど、継続的な事業効果

を得ることができた。 

事業を進めるうえでの課題 ☑無  □有（             ） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

特記事項 

 

 

 


